
令和８年９月１７日（木）



日本車椅子ソフトボール協会との連携協定

Ｇメッセ群馬で
全国大会開催

今年11月に



本日の主な項目

◯ 群馬県の環境価値循環モデル

◯ スノーピーク ランドステーション赤城

◯ 再生資源物のヤードに関する許可制度



群馬県の環境価値循環モデル

省エネや再エネ導入による
温室効果ガスの削減量を、
国が認証する制度

J-クレジット

認証された削減量は、
企業などに販売可能

・

・

推進体制

群馬県ゼロカーボン推進共同事業体

群馬県・
・2030年度までに185の県有施設の照明をLED化予定

 温室効果ガスの削減量を「Ｊ-クレジット」として販売
 群馬県に還元される収入を次の脱炭素対策に活用



追加の財政負担なし･収入早期確保

• 認証や審査、販売などに必要な費用は、共同事業体が負担
• Ｊ-クレジットが認証された時点で、群馬県に還元額納入

特⾧
1

デジタル技術による手続の効率化

• 施設ごとの削減量･根拠データをシステムで一元管理
• ＡＩを使い、資料から必要な数値を読み取る

特⾧
2

群馬県の環境価値循環モデル

温室効果ガス削減を新たな脱炭素投資につなげる好循環



スノーピークランドステーション赤城 テープカット



オープニングイベント

10:00 ～ 15:00
9/19 土

大洞商店街大沼湖畔

日 時 会 場

スタンプラリー

スノーピーク ランドステーション赤城 詳細は
こちら→

無料提供

焼きまんじゅう
ワカサギフライ

SUP体験
覚満淵自然観察
丸太切り体験

ワークショップ

スタンプ５個で
景品ゲット



赤城山の豊かな自然と調和した拠点施設

赤城山の自然に包まれるリトリート体験



再生資源物のヤードに関する許可制度
10/1 から木

以下のすべてを満たす事業者
 再生資源物を取り扱う
 屋外でフォークリフト等を用い、再生資源物の保管･破砕等を実施
 事業場の広さが100㎡を超える

対 象

不要になった金属やプラスチックは、
 市町村のルールに従って適切に処分
 適正に事業を行っている許可事業者を利用

制度の詳細は
こちら →

群馬県への

届出又は許可が

必要

県民の
皆さまへ
お願い

ヤードを対象とする新たな許可制度開始



好感度

認知度

ぐんまちゃんブランド化の状況

R6 624億円

49 ％

9 ％

660 億円

R7 47％

R7 9％

関連グッズ等
売上

増加

増加

横ばい
出典(認知度･好感度):第13回NRC全国キャラクター調査【ご当地キャラクター編】

約66.3億円
事業費R7 約4.8億円

出典:PR Analyzer（㈱ビルコム）

広告換算額



ぐんまちゃんブランド化 【関連グッズ等売上】

R6 624億円660 億円

308

446 418 443 432

624

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

R7
増加

売上推移
(単位:億円) R1から

２倍以上増

分 析

加工食品の売上増

認知度向上に伴い
デザイン利用者増

660



36
40

44 42 43 49 47

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

49 ％ R7 47％

全国調査(全年代)

(単位:%)

ぐんまちゃんブランド化 【認知度】

増加
R8

全国調査(世代別・地域別)

過去最高

20~40代女性
65％と高い認知度

ファミリー層（20~40代男女）

56％と高い認知度
地域別「関東」

71％と高い認知度

49



5
7

10
8 8

7
9 9

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

ぐんまちゃんブランド化 【好感度】

9 ％ R7 9％R8
横ばい

全世代
(単位:%)

全国調査(世代別・地域別)

20~40代女性
12％と高い好感度

ファミリー層（20~40代男女）

10％と高い好感度
地域別「関東」

18％と高い好感度
過去最高



ぐんまこどもみらいフォーラム2026

詳細は
こちら →

日 時 10月28日 群馬県民の日
13:30 ~ 15:00

会 場 群馬県庁32階 NETSUGEN

40名
オンライン参加可

定 員

登壇者
ラジオパーソナリティ

内藤 聡 さん

司 会

こども･若者(２名予定)
群馬子どもの権利委員会 田中 友里 さん
NPO法人キッズバレイ 星野 麻実 さん
共愛学園前橋国際大学 奥田 雄一郎 さん

「ねぇねぇ」と「なーに」で考えるコミュニケーション
～話すとき、聴くときに気を付けたいこと～

こどもの声を聴くことの大切さについて
参加者の声を交えたディスカッション

水



次世代ものづくり
人材の育成拠点

高崎工業高校

工業系高校

次世代の理数探究
拠点

高崎高校

高崎女子高校
SSH指定校 など

柔軟に学ぶことが
できる拠点

前橋清陵高校

太田フレックス高校
など

協力校

拠点校

協力校

拠点校

協力校

拠点校

N-E.X.T.ハイスクール構想パイロット事業

国支援額 3年間合計最大

先進農業･アグリDX
人材の育成拠点

勢多農林高校
協力校

農業系高校

拠点校

国支援額

農 業 工 業 理 数 多様な学び

4つの拠点すべて採択

62億円



令和８年９月１７日（木）





ベトナム 第2回 日越地方協力フォーラム 2026年9月5日～6日

フン首相との意見交換 群馬県とベトナムとの協働についての発表

日本とベトナムの地方間協力を模索するフォーラム
昨年度の第１回に引き続き、群馬県は毎回参加



米国 インディアナ州訪問 2026年9月9日～13日

米国中西部と日本、それぞれの自治体や経済界の関係者が一堂に会し、
経済的な結びつきなどを構築・強化するための枠組み
合同会議は56回目の開催。群馬県は2022年の初参加以降、毎年参加

（今年で５回目）

日米中西部会とは?

合同会議のインディアナ州開催は、20年ぶり

SUBARUをはじめとする県内企業が、インディアナ州を中心に多数進出

群馬県にとって、米国中西部との協力関係は極めて重要!



米国 インディアナ州訪問 2026年9月9日～13日

日米中西部会 閉会式での挨拶ブローン州知事等との意見交換



米国 インディアナ州訪問 2026年9月9日～13日

Subaru of Indiana Automotive
との意見交換 TOA (USA)との意見交換



米国 ロサンゼルス訪問

南カリフォルニア大学
との意見交換

2026年9月7日～8日

ジャパン・ハウス・LA
との意見交換


